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研究報告 
 

当初の予定通り、ヒト、およびマウス腸管上皮細胞層の構築が医科学研究所と微生

物病研究所の両施設で可能になった。 
 
 本研究では、マウスNoVのタンパク質受容体の同定も含めていたが、今年の8月、

および10月に、Dr. Virginと感染研の片山先生のグループがそれぞれマウスNoVのタン

パク質受容体を同定されたため、研究を中断した。 
 

 また、また 9 月には、Dr. Estes のグループからヒト組織由来の腸管上皮細胞を用い

たヒト NoV の培養系構築が報告された。研究の Strategy は申請者らのものと変わらな

いものであったため、以降はヒト NoV のタンパク質受容体の同定と、増殖効率のさら

なる改善を目標に研究を継続させていきたい。 
 
 
 
 

 
  


